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自治会総合防災訓練の報告 

12月3日（日）に好天に恵まれた中、自治会の防災訓練が行いました。 

会員６２名が参加し、北消防署員の指導で消火器及びＡＥＤ取扱い、三角巾の使い方、工作班による本部設営、

防災資機材の使い方等の訓練を実施しました。全員が熱心に活動しました。今回、初めての試みとして、給食・

給水班の方がポリ袋でご飯を炊く実演を行い、参加者に試食を配布しました。参加者の皆さんからは、非常食

として利用できると大変好評でした。 

【安否確認訓練の結果】 
○（タオル掲示）－－－－－－－－ 147戸(83%) 

△（インターホーンで確認）－－－－  11戸( 6%) 

×（応答なし）－－－－－－－－－   6戸( 3%) 

ルス（事前にルス連絡）－－－－－   3戸( 2%) 

空き －－－－－－－－－－－－  11戸( 6%) 

合計 －－－－－－－－－－－－ 178戸 

初 期 消 火 の 鉄 則 

 

出火してから２～３分が決め手！ 

まず、「火事だ―！」と叫び、周りに知らせる 

 

消火器の使い方 

消火薬剤の有効な射程距離は３～５メートル 

消火薬剤の有効な噴射時間は 

粉末消火器で10秒～15秒程度 

強化液消火器は１分程度しかもちません。 

避難路を確保して、射程距離の手前からホウキではくよう

に消火しましょう！ 

 

なかなか消火できず天井まで火が届いてしまったときは、

消火を諦めてすぐ避難 

 

炎が天井まで届いていたら逃げる 
 

  

第11号 

自主防災の基本 

自助：自らの【命・家族・資産】は自ら守る 

近助：防災は【近所の助け合い】が大切 

共助：自主防災は【Ｂ藤沢自治会】主体の自主防災隊 

平成３０年２月（情報班）発行 

Ｂ地区藤沢自治会自主防災隊 

 

「財団法人 日本防火協会」より 
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【安否確認訓練の結果】 



消 火 器 配 置 図 
自主防災隊からの提案で、自治会役員会で承認されて、街区に消火器が設置されました。 

自治会所有の消火器は、１４台で地図上の各所に設置されております。 
 

自治会設置消火器 

１４台 

藤沢市設置消火器 
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